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【 請 求 項 １ 】 　 被 験 体 に お い て 造 血 を 刺 激 す る た め に 該 被 験 体 を 処 置 す る た め の 組 成
物 で あ っ て 、 該 被 験 体 に お け る 造 血 細 胞 ま た は 成 熟 血 球 の 数 を 増 加 さ せ る た め に 有 効 な 量
の 薬 剤 を 含 み 、 こ こ で 該 量 が １ 日 あ た り 体 重 １ ｋ ｇ あ た り １ ｍ ｇ 未 満 で あ り 、 該 薬 剤 は 式
Ｉ
【 化 １ 】

の 化 合 物 で あ る 、 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 被 験 体 が 異 常 に 低 レ ベ ル の 造 血 細 胞 を 有 し 、 前 記 薬 剤 が 所 定 の 正

常 な レ ベ ル ま た は 防 御 的 レ ベ ル ま で 造 血 細 胞 型 の レ ベ ル を 回 復 さ せ る の に 有 効 な 量 で あ る
、 請 求 項 １ に 記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 組 成 物 が 、 １ ８ 時 間 の 期 間 に お け る 少 な く と も ２ 回 用 量 の 前 記 薬
剤 の 投 与 に 適 し て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 被 験 体 が 好 中 球 減 少 性 で あ り 、 前 記 量 が 好 中 球 の 所 定 の 正 常 な レ
ベ ル ま た は 防 御 的 レ ベ ル を 回 復 さ せ る の に 有 効 で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 被 験 体 が 異 常 に 低 レ ベ ル の 赤 血 球 を 有 し 、 そ し て 前 記 量 が 赤 血 球
の 所 定 の 正 常 な レ ベ ル ま た は 防 御 的 レ ベ ル を 回 復 さ せ る の に 有 効 で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載
の 組 成 物 。
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【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 被 験 体 が 異 常 に 低 レ ベ ル の 血 小 板 を 有 し 、 そ し て 前 記 量 が 血 小 板
の 所 定 の 正 常 な レ ベ ル ま た は 防 御 的 レ ベ ル を 回 復 さ せ る の に 有 効 で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載
の 組 成 物 。

【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 薬 剤 が Ｖ ａ ｌ Ｂ ｏ ｒ ｏ Ｐ ｒ ｏ で あ る 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５
ま た は ６ に 記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 ８ 】 　 被 験 体 が 、 造 血 細 胞 イ ン ヒ ビ タ ー で の 処 置 か ら 生 じ る 異 常 に 低 レ ベ ル
の 造 血 細 胞 ま た は 成 熟 血 球 を 有 す る 時 間 を 短 縮 す る た め の 組 成 物 で あ っ て 、 該 被 験 体 に お
い て 造 血 細 胞 ま た は 成 熟 血 球 の 数 を 増 加 さ せ る た め に 有 効 な 量 の 薬 剤 を 含 み 、 こ こ で 該 薬
剤 が 造 血 細 胞 イ ン ヒ ビ タ ー の 投 与 前 の 投 与 ま た は 造 血 細 胞 イ ン ヒ ビ タ ー の 投 与 と 実 質 的 に
同 時 の 投 与 に 適 し て お り 、 こ こ で 該 薬 剤 が 式 Ｉ
【 化 ２ 】

の 化 合 物 で あ る 、 組 成 物 。
【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 造 血 細 胞 イ ン ヒ ビ タ ー が 前 記 被 験 体 に お い て 異 常 に 低 レ ベ ル の 造

血 細 胞 を も た ら し 、 こ こ で 前 記 薬 剤 が 造 血 細 胞 型 の レ ベ ル を 所 定 の 正 常 な レ ベ ル ま た は 防
御 的 レ ベ ル ま で 回 復 さ せ る の に 有 効 な 量 で あ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 １ ０ 】 　 前 記 組 成 物 が 、 １ ８ 時 間 の 期 間 に お け る 少 な く と も ２ 回 用 量 の 前 記
薬 剤 の 投 与 に 適 し て い る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 １ １ 】 　 前 記 造 血 細 胞 イ ン ヒ ビ タ ー が 前 記 被 験 体 の 好 中 球 を 減 少 さ せ 、 こ こ
で 前 記 量 が 該 被 験 体 に お い て 好 中 球 を 所 定 の 正 常 な レ ベ ル ま た は 防 御 的 レ ベ ル に 回 復 さ せ
る の に 有 効 で あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 １ ２ 】 　 前 記 造 血 細 胞 イ ン ヒ ビ タ ー が 前 記 被 験 体 の 赤 血 球 を 減 少 さ せ 、 こ こ
で 前 記 量 が 該 被 験 体 に お い て 赤 血 球 の 所 定 の 正 常 な レ ベ ル ま た は 防 御 的 レ ベ ル を 回 復 さ せ
る の に 有 効 で あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 １ ３ 】 　 前 記 造 血 細 胞 イ ン ヒ ビ タ ー が 前 記 被 験 体 の 血 小 板 を 減 少 さ せ 、 こ こ
で 前 記 量 が 該 被 験 体 に お い て 血 小 板 の 所 定 の 正 常 な レ ベ ル ま た は 防 御 的 レ ベ ル を 回 復 さ せ
る の に 有 効 で あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 １ ４ 】 　 前 記 量 が １ 日 あ た り 体 重 １ ｋ ｇ あ た り １ ｍ ｇ 未 満 で あ る 、 請 求 項 ８
、 ９ 、 １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ 、 ま た は １ ３ に 記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 １ ５ 】 　 前 記 薬 剤 が Ｖ ａ ｌ Ｂ ｏ ｒ ｏ Ｐ ｒ ｏ で あ る 、 請 求 項 ８ 、 ９ 、 １ ０ 、 １
１ 、 １ ２ 、 ま た は １ ３ に 記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 １ ６ 】 　 造 血 細 胞 イ ン ヒ ビ タ ー で 処 置 す る た め に 被 験 体 を 準 備 す る た め の 組
成 物 で あ っ て 、 該 造 血 細 胞 イ ン ヒ ビ タ ー を 与 え る 前 に 、 該 被 験 体 に お け る 増 殖 因 子 の 産 生
を 刺 激 す る の に 有 効 な 量 の 薬 剤 を 含 み 、 こ こ で 該 薬 剤 が 式 Ｉ
【 化 ３ 】
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の 化 合 物 で あ る 、 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ７ 】 　 前 記 増 殖 因 子 が 顆 粒 球 コ ロ ニ ー 刺 激 因 子 で あ る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載

の 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ８ 】 　 前 記 量 が １ 日 あ た り 、 体 重 １ ｋ ｇ あ た り １ ｍ ｇ 未 満 で あ る 、 請 求 項

１ ６ に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ９ 】 　 前 記 組 成 物 が 、 １ ８ 時 間 の 期 間 に お け る 該 薬 剤 の 少 な く と も ２ 回 用

量 の 投 与 に 適 し て い る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ ０ 】 　 前 記 薬 剤 が 増 殖 因 子 の 間 質 性 細 胞 産 生 を 刺 激 す る 、 請 求 項 １ ６ に 記

載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ １ 】 　 前 記 薬 剤 が Ｖ ａ ｌ Ｂ ｏ ｒ ｏ Ｐ ｒ ｏ で あ る 、 請 求 項 １ ６ 、 １ ７ 、 １ ８

、 １ ９ 、 ま た は ２ ０ に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ ２ 】 　 被 験 体 に お け る 造 血 細 胞 の 数 を 増 加 さ せ る た め に 該 被 験 体 を 処 置 す

る た め の 組 成 物 で あ っ て 、 該 被 験 体 に お け る 造 血 細 胞 を 増 加 さ せ る の に 有 効 な 量 の 薬 剤 を
含 み 、 こ こ で 該 薬 剤 が １ ８ 時 間 の 期 間 に お け る ２ 回 用 量 ま た は ３ 回 用 量 か ら な る 初 回 レ ジ
メ で の 投 与 に 適 し て お り 、 こ こ で 該 薬 剤 は 式 Ｉ
【 化 ４ 】

の 化 合 物 で あ る 、 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ ３ 】 　 前 記 薬 剤 が 、 １ ８ 時 間 の 期 間 に お け る ２ 回 用 量 ま た は ３ 回 用 量 か ら

な る 第 ２ 回 レ ジ メ で の 投 与 に 適 し て お り 、 こ こ で 該 第 ２ 回 レ ジ メ は 初 回 レ ジ メ と は 別 の 時
点 で あ る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 ２ ４ 】 　 前 記 薬 剤 が 、 １ ８ 時 間 の 期 間 に お け る ２ 回 用 量 ま た は ３ 回 用 量 か ら
な る 第 ３ 回 レ ジ メ で の 投 与 に 適 し て お り 、 こ こ で 該 第 ３ 回 レ ジ メ は 初 回 レ ジ メ お よ び 第 ２
回 レ ジ メ と は 別 の 時 点 で あ る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 ２ ５ 】 　 前 記 薬 剤 が 、 １ ８ 時 間 の 期 間 に お け る ２ 回 用 量 ま た は ３ 回 用 量 か ら
な る 第 ４ 回 レ ジ メ で の 投 与 に 適 し て お り 、 こ こ で 該 第 ４ 回 レ ジ メ は 初 回 レ ジ メ 、 第 ２ 回 レ
ジ メ お よ び 第 回 ３ レ ジ メ と は 別 の 時 点 で あ る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 ２ ６ 】 　 前 記 薬 剤 が 、 １ ８ 時 間 の 期 間 に お け る ２ 回 用 量 ま た は ３ 回 用 量 か ら
な る 第 ５ 回 レ ジ メ で の 投 与 に 適 し て お り 、 こ こ で 該 第 ５ 回 レ ジ メ は 初 回 レ ジ メ 、 第 ２ 回 レ
ジ メ 、 第 ３ 回 レ ジ メ 、 お よ び 第 ４ 回 レ ジ メ と は 別 の 時 点 で あ る 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 組 成
物 。

【 請 求 項 ２ ７ 】 　 前 記 被 験 体 が 異 常 に 低 い 好 中 球 を 有 し 、 こ こ で 前 記 量 は 好 中 球 の 所
定 の 正 常 な レ ベ ル ま た は 防 御 的 レ ベ ル を 回 復 さ せ る の に 有 効 で あ る 、 請 求 項 ２ ２ 、 ２ ３ 、
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２ ４ 、 ２ ５ ま た は ２ ６ に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ ８ 】 　 そ れ ぞ れ の レ ジ メ が １ 日 あ た り 体 重 １ ｋ ｇ あ た り １ ｍ ｇ 未 満 で あ る

、 請 求 項 ２ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ま た は ２ ６ に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ ９ 】 　 前 記 薬 剤 が Ｖ ａ ｌ Ｂ ｏ ｒ ｏ Ｐ ｒ ｏ で あ る 、 請 求 項 ２ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４

、 ２ ５ 、 ま た は ２ ６ に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ ０ 】 　 被 験 体 へ の 再 導 入 の た め に 該 被 験 体 の 細 胞 を 調 製 す る た め の 組 成 物

で あ っ て 、 造 血 細 胞 を 刺 激 す る の に 有 効 な 量 の 薬 剤 を 含 み 、 こ こ で 造 血 細 胞 は 該 被 験 体 か
ら 採 集 さ れ る こ と お よ び 該 被 験 体 に 再 導 入 さ れ る こ と が 意 図 さ れ 、 こ こ で 該 薬 剤 は 式 Ｉ
【 化 ５ 】

の 化 合 物 で あ る 、 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ １ 】 　 前 記 採 集 細 胞 が 、 該 採 集 細 胞 の 増 殖 を 刺 激 す る の に 有 効 な 量 の 前 記

薬 剤 の 存 在 下 で エ ク ス ビ ボ で 培 養 す る こ と に 適 し て い る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ ２ 】 　 前 記 採 集 細 胞 の 周 囲 の 培 地 に お け る 前 記 薬 剤 の 濃 度 が １ リ ッ ト ル あ

た り １ ０ － ８ モ ル 未 満 で あ る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ ３ 】 　 前 記 薬 剤 が Ｖ ａ ｌ Ｂ ｏ ｒ ｏ Ｐ ｒ ｏ で あ る 、 請 求 項 ３ ０ 、 ３ １ ま た は

３ ２ に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ ４ 】 　 間 質 性 細 胞 に よ る 増 殖 因 子 の 産 生 を 刺 激 す る た め の 組 成 物 で あ っ て

、 該 間 質 性 細 胞 に よ る 増 殖 因 子 の 産 生 を 刺 激 す る の に 有 効 な 量 の 薬 剤 を 含 み 、 こ こ で 該 薬
剤 は 式 Ｉ
【 化 ６ 】

の 化 合 物 で あ る 、 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ ５ 】 　 前 記 間 質 性 細 胞 が 細 胞 増 殖 を 支 持 す る た め の 間 質 性 細 胞 の イ ン ビ ト

ロ 層 で あ り 、 該 間 質 性 細 胞 が 幹 細 胞 の 存 在 下 で 培 養 す る こ と に 適 し て い る 、 請 求 項 ３ ４ に
記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 ３ ６ 】 　 前 記 間 質 性 細 胞 が 被 験 体 に お い て イ ン ビ ボ で あ る 、 請 求 項 ３ ４ に 記
載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 ３ ７ 】 　 前 記 増 殖 因 子 が 顆 粒 球 コ ロ ニ ー 刺 激 因 子 で あ る 、 請 求 項 ３ ４ に 記 載
の 組 成 物 。

【 請 求 項 ３ ８ 】 　 前 記 薬 剤 が １ 日 あ た り １ ｋ ｇ あ た り １ ｍ ｇ 未 満 の 量 で あ る 、 請 求 項
３ ６ に 記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 ３ ９ 】 　 前 記 薬 剤 が Ｖ ａ ｌ Ｂ ｏ ｒ ｏ Ｐ ｒ ｏ で あ る 、 請 求 項 ３ ４ 、 ３ ５ 、 ３ ６
、 ３ ７ ま た は ３ ８ に 記 載 の 組 成 物 。
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【 請 求 項 ４ ０ 】 　 前 記 間 質 性 細 胞 が 外 因 的 に 添 加 さ れ た 増 殖 因 子 を 含 ま な い 環 境 で 培
養 さ れ る 、 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 ４ １ 】 　 前 記 間 質 性 細 胞 が 外 因 的 に 添 加 さ れ た 顆 粒 球 コ ロ ニ ー 刺 激 因 子 を 含
ま な い 環 境 で 培 養 さ れ る 、 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 組 成 物 。

【 請 求 項 ４ ２ 】 　 造 血 細 胞 イ ン ヒ ビ タ ー で の 処 置 か ら 生 じ る 効 果 を 改 善 す る た め に 被
験 体 を 処 置 す る た め の キ ッ ト で あ っ て 、 以 下 ：

該 造 血 細 胞 イ ン ヒ ビ タ ー で の 処 置 と 実 質 的 に 同 時 に 、 ま た は 該 処 置 の 前 に 、 薬 剤 で 該 被
験 体 を 処 置 す る た め の 該 薬 剤 の 初 回 投 薬 お よ び 指 示 、 な ら び に

該 造 血 細 胞 イ ン ヒ ビ タ ー で の 処 置 後 の み 、 該 薬 剤 で 該 被 験 体 を 処 置 す る た め の 該 薬 剤 の
第 ２ の 投 薬 お よ び 指 示 で あ っ て 、 こ こ で 該 投 薬 は 有 効 量 で あ り 、 そ し て 該 薬 剤 は 式 Ｉ
【 化 ７ 】

の 化 合 物 で あ る 、 投 薬 お よ び 指 示 、
を 含 む パ ッ ケ ー ジ を 備 え る 、 キ ッ ト 。

【 請 求 項 ４ ３ 】 　 前 記 第 ２ の 投 薬 が 第 ２ 回 レ ジ メ と 第 ７ 回 レ ジ メ と の 間 で あ り 、 該 レ
ジ メ の そ れ ぞ れ が １ ８ 時 間 の 期 間 内 に お け る 投 与 の た め の 前 記 薬 剤 の ２ 回 ま た は ３ 回 の 用
量 か ら な る 、 請 求 項 ４ ２ に 記 載 の キ ッ ト 。

【 請 求 項 ４ ４ 】 　 前 記 第 ２ の 投 薬 が １ 日 あ た り 、 体 重 １ ｋ ｇ あ た り １ ｍ ｇ 未 満 で あ る
、 請 求 項 ４ ２ に 記 載 の キ ッ ト 。

【 請 求 項 ４ ５ 】 　 前 記 薬 剤 が Ｖ ａ ｌ Ｂ ｏ ｒ ｏ Ｐ ｒ ｏ で あ る 、 請 求 項 ４ ２ 、 ４ ３ ま た は
４ ４ に 記 載 の キ ッ ト 。

【 請 求 項 ４ ６ 】 　 前 記 キ ッ ト が 好 中 球 減 少 症 を 処 置 ま た は 阻 害 す る た め で あ る 、 請 求
項 ４ ２ 、 ４ ３ ま た は ４ ４ に 記 載 の キ ッ ト 。

【 請 求 項 ４ ７ 】 　 前 記 キ ッ ト が 好 中 球 減 少 症 を 処 置 ま た は 阻 害 す る た め で あ る 、 請 求
項 ４ ５ に 記 載 の キ ッ ト 。

【 請 求 項 ４ ８ 】 　 前 記 キ ッ ト が 血 小 板 欠 乏 症 を 処 置 ま た は 阻 害 す る た め で あ る 、 請 求
項 ４ ２ 、 ４ ３ ま た は ４ ４ に 記 載 の キ ッ ト 。

【 請 求 項 ４ ９ 】 　 前 記 キ ッ ト が 血 小 板 欠 乏 症 を 処 置 ま た は 阻 害 す る た め で あ る 、 請 求
項 ４ ５ に 記 載 の キ ッ ト 。

【 請 求 項 ５ ０ 】 　 前 記 キ ッ ト が 赤 血 球 欠 乏 症 を 処 置 ま た は 阻 害 す る た め で あ る 、 請 求
項 ４ ２ 、 ４ ３ ま た は ４ ４ に 記 載 の キ ッ ト 。

【 請 求 項 ５ １ 】 　 前 記 キ ッ ト が 赤 血 球 欠 乏 症 を 処 置 ま た は 阻 害 す る た め で あ る 、 請 求
項 ４ ５ に 記 載 の キ ッ ト 。

【 請 求 項 ５ ２ 】 　 異 常 に 低 レ ベ ル の 造 血 細 胞 ま た は 成 熟 血 球 を 有 す る 被 験 体 を 処 置 す
る た め の キ ッ ト で あ っ て 、 以 下 ：
　 少 な く と も 防 御 的 レ ベ ル の 造 血 細 胞 ま た は 成 熟 型 血 球 細 胞 を 回 復 す る た め の 完 全 投 与 を
含 む パ ッ ケ ー ジ で あ っ て 、 該 パ ッ ケ ー ジ は 本 質 的 に 、 以 下 、
　 初 日 の 最 初 の １ ８ 時 間 の 間 の 該 被 験 体 へ の 投 与 の た め の 有 効 量 で の 第 １ 投 薬 の 薬 剤 、
　 ２ 日 目 の 第 ２ の １ ８ 時 間 の 間 の 該 被 験 体 へ の 投 与 の た め の 有 効 量 で の 第 ２ 回 投 薬 の 薬 剤
、
　 必 要 に 応 じ て 、 ３ 日 目 の 第 ３ の １ ８ 時 間 の 間 の 該 被 験 体 へ の 投 与 の た め の 有 効 量 で の 第
３ 投 薬 の 薬 剤 、
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　 必 要 に 応 じ て 、 ４ 日 目 の 第 ４ の １ ８ 時 間 の 間 の 該 被 験 体 へ の 投 与 の た め の 有 効 量 で の 第
４ 投 薬 の 薬 剤 、
　 必 要 に 応 じ て 、 ５ 日 目 の 第 ５ の １ ８ 時 間 の 間 の 該 被 験 体 へ の 投 与 の た め の 有 効 量 で の 第
５ 投 薬 の 薬 剤 、
　 必 要 に 応 じ て 、 ６ 日 目 の 第 ６ の １ ８ 時 間 の 間 の 該 被 験 体 へ の 投 与 の た め の 有 効 量 で の 第
６ 投 薬 の 薬 剤 、
　 必 要 に 応 じ て 、 ７ 日 目 の 第 ７ の １ ８ 時 間 の 間 の 該 被 験 体 へ の 投 与 の た め の 有 効 量 で の 第
７ 投 薬 の 薬 剤 、 か ら な る パ ッ ケ ー ジ で あ っ て 、
　 こ こ で 該 薬 剤 は 、 式 Ｉ
【 化 ８ 】

の 化 合 物 で あ り 、 こ こ で 該 薬 剤 が 造 血 細 胞 ま た は 成 熟 型 血 球 の 所 定 の 正 常 レ ベ ル ま た は 防
御 的 レ ベ ル を 回 復 さ せ る の に 有 効 量 で 存 在 す る 、 パ ッ ケ ー ジ 、
を 備 え る 、 キ ッ ト 。

【 請 求 項 ５ ３ 】 　 本 質 的 に 、 前 記 第 １ 投 薬 、 前 記 第 ２ 投 薬 、 前 記 第 ３ 投 薬 、 前 記 第 ４
投 薬 お よ び 前 記 第 ５ 投 薬 の み か ら な る 、 請 求 項 ５ ２ に 記 載 の キ ッ ト 。

【 請 求 項 ５ ４ 】 　 本 質 的 に 、 前 記 第 １ 投 薬 、 前 記 第 ２ 投 薬 、 前 記 第 ３ 投 薬 お よ び 前 記
第 ４ 投 薬 の み か ら な る 、 請 求 項 ５ ２ に 記 載 の キ ッ ト 。

【 請 求 項 ５ ５ 】 　 そ れ ぞ れ の 前 記 投 薬 が そ れ ぞ れ １ ８ 時 間 の 間 の ２ 回 用 量 ま た は ３ 回
用 量 の 薬 剤 か ら な る 、 請 求 項 ５ ２ 、 ５ ３ ま た は ５ ４ に 記 載 の キ ッ ト 。

【 請 求 項 ５ ６ 】 　 前 記 そ れ ぞ れ の 投 薬 の 量 が １ 日 あ た り 体 重 １ ｋ ｇ あ た り １ ｍ ｇ 未 満
で あ る 、 請 求 項 ５ ２ 、 ５ ３ ま た は ５ ４ に 記 載 の キ ッ ト 。

【 請 求 項 ５ ７ 】 　 前 記 薬 剤 が Ｖ ａ ｌ Ｂ ｏ ｒ ｏ Ｐ ｒ ｏ で あ る 、 請 求 項 ５ ２ 、 ５ ３ 、 ５ ４
ま た は ５ ５ に 記 載 の キ ッ ト 。

【 請 求 項 ５ ８ 】 　 パ ッ ケ ー ジ を 備 え る 、 造 血 細 胞 イ ン ヒ ビ タ ー の 被 験 体 に 対 す る 効 果
を 寛 解 す る た め の キ ッ ト で あ っ て 、 以 下 ：
　 初 日 の 間 に 被 験 体 に 投 与 す る た め の 薬 剤 の 第 １ の 投 薬 、 お よ び
　 ２ 日 目 の 間 に 被 験 体 に 投 与 す る た め の 第 ２ 投 薬 の 薬 剤 、
　 必 要 に 応 じ て 、 ３ 日 目 の 第 ３ の １ ８ 時 間 の 間 の 該 被 験 体 へ の 投 与 の た め の 有 効 量 で の 第
３ 投 薬 の 薬 剤 、
　 必 要 に 応 じ て 、 ４ 日 目 の 第 ４ の １ ８ 時 間 の 間 の 該 被 験 体 へ の 投 与 の た め の 有 効 量 で の 第
４ 投 薬 の 薬 剤 、
　 必 要 に 応 じ て 、 ５ 日 目 の 第 ５ の １ ８ 時 間 の 間 の 該 被 験 体 へ の 投 与 の た め の 有 効 量 で の 第
５ 投 薬 の 薬 剤 、
　 必 要 に 応 じ て 、 ６ 日 目 の 第 ６ の １ ８ 時 間 の 間 の 該 被 験 体 へ の 投 与 の た め の 有 効 量 で の 第
６ 投 薬 の 薬 剤 、
　 必 要 に 応 じ て 、 ７ 日 目 の 第 ７ の １ ８ 時 間 の 間 の 該 被 験 体 へ の 投 与 の た め の 有 効 量 で の 第
７ 投 薬 の 薬 剤 、 を 含 み
　 こ こ で 、 該 組 み 合 わ せ た 投 薬 は 、 造 血 細 胞 イ ン ヒ ビ タ ー の 該 被 験 体 に お け る 効 果 を 寛 解
す る た め の 有 効 量 で あ り 、 こ こ で そ れ ぞ れ の 投 薬 は １ 日 あ た り 体 重 １ ｋ ｇ あ た り １ ｍ ｇ 未
満 で あ る 、 用 量 、
を 包 含 す る キ ッ ト 。
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【 請 求 項 ５ ９ 】 　 本 質 的 に 、 前 記 第 １ 投 薬 、 前 記 第 ２ 投 薬 、 前 記 第 ３ 投 薬 、 前 記 第 ４
投 薬 お よ び 前 記 第 ５ 投 薬 の み か ら な る 、 請 求 項 ５ ８ に 記 載 の キ ッ ト 。

【 請 求 項 ６ ０ 】 　 本 質 的 に 、 前 記 第 １ 投 薬 、 前 記 第 ２ 投 薬 、 前 記 第 ３ 投 薬 お よ び 前 記
第 ４ 投 薬 の み か ら な る 、 請 求 項 ５ ８ に 記 載 の キ ッ ト 。

【 請 求 項 ６ １ 】 　 前 記 そ れ ぞ れ の 投 薬 が そ れ ぞ れ の 日 に つ い て ２ 回 用 量 ま た は ３ 回 用
量 の 前 記 薬 剤 か ら な る 、 請 求 項 ５ ８ 、 ５ ９ 、 ま た は ６ ０ に 記 載 の キ ッ ト 。

【 請 求 項 ６ ２ 】 　 前 記 薬 剤 が Ｖ ａ ｌ ｂ ｏ ｒ ｏ Ｐ ｒ ｏ で あ る 、 請 求 項 ５ ８ 、 ５ ９ 、 ま た
は ６ ０ に 記 載 の キ ッ ト 。

【 請 求 項 ６ ３ 】 　 前 記 薬 剤 が Ｖ ａ ｌ ｂ ｏ ｒ ｏ Ｐ ｒ ｏ で あ る 、 請 求 項 ６ １ に 記 載 の キ ッ
ト 。

【 請 求 項 ６ ４ 】 　 経 口 投 与 の た め に 薬 学 的 に 受 容 可 能 な キ ャ リ ア と と も に 処 方 さ れ た
有 効 量 の Ｖ ａ ｌ ｂ ｏ ｒ ｏ Ｐ ｒ ｏ を 含 む 、 薬 学 的 調 製 物 。

【 請 求 項 ６ ５ 】 　 Ｖ ａ ｌ ｂ ｏ ｒ ｏ Ｐ ｒ ｏ が 錠 剤 と し て 処 方 さ れ る 、 請 求 項 ６ ４ に 記 載
の 薬 学 的 調 製 物 。
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